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【
赤
ず
い
き
】

科
名

サ
ト
イ
モ
科

代
表
産
地

花
園
地
区

特
徴

サ
ト
イ
モ
の
葉
柄
を
ず
い
き
言
い
、
サ
ト
イ
モ
の
葉
柄

が
赤
く
、
葉
柄
を
食
用
と
す
る
専
用
の
品
種
を
「
赤
ず

い
き
」
と
呼
ん
で
い
る
。

品
種
特
性

高
温
、
多
湿
を
好
む
が
、
日
陰
に
も
耐
え
る
。

生
育
適
温
は
、
気
温
25
～
30
度
、
地
温
22
～
27
度
で
あ

る
。
気
温
が
適
温
で
あ
っ
て
も
地
温
が
低
い
と
生
育
が

停
滞
す
る
た
め
、
催
芽
や
マ
ル
チ
栽
培
に
よ
っ
て
初
期

生
育
の
助
長
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

栽培カレンダー ：伏せ込み ：定植 ：収穫



伏
せ
込
み

【
伏
せ
込
み
】

・
催
芽
床
、
ポ
リ
ポ
ッ
ト
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
発
芽
部
を
上
に
揃
え
、
山
砂

が
２
～
３
㎝
被
る
よ
う
に
種
芋
を
伏
せ
込
む
。

【
伏
せ
込
み
時
期
】

・
3
月
中
旬
に
伏
せ
込
み
を
行
う
と
、
催
芽
に
30
～
35
日
を
要
す
る
。

・
定
植
予
定
日
か
ら
遡
っ
て
、
伏
せ
込
み
日
を
決
定
す
る
。

２

【
準
備
】

・
伏
せ
込
み
は
、
催
芽
床
に
直
接
行
う
か
、
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
行
う
。

・
催
芽
床
に
直
接
伏
せ
込
む
場
合
は
、
温
床
線
上
に
山
砂
を
約
６
～
７
㎝
敷
き
、

十
分
散
水
し
て
熱
伝
導
が
均
一
に
な
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

・
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
行
う
場
合
は
、
３
～

寸
の
黒
ポ
リ
ポ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。

ポリポットへの伏せ込み

直接伏せ込み

【
温
度
管
理
】

・
地
温
で
日
中
は
30
度
、
夜
間
は
20
度
を
目
標
に
保
温
す
る
。
発
芽
が
揃
う
ま

で
換
気
は
行
わ
ず
、
気
温
の
高
い
日
は
こ
も
を
掛
け
る
な
ど
で
遮
光
を
行
う
。

・
発
芽
が
揃
っ
た
ら
ポ
リ
マ
ル
チ
を
除
去
す
る
。
徐
々
に
外
気
温
に
慣
ら
し
な

が
ら
健
全
な
苗
に
仕
上
げ
る
。

・
日
中
の
気
温
で
20
～
25
度
を
目
安
に
管
理
し
、
灌
水
は
や
や
控
え
る
。

１

定
植

【
定
植
ま
で
の
準
備
】

・
定
植
の
20
日
以
上
前
ま
で
に
堆
肥
の
施
用
と
深
耕
に
よ
っ
て
、
作
土
を
膨
軟

に
す
る
。

・
定
植
2
週
間
前
ま
で
に
基
肥
を
全
面
施
用
し
、
耕
起
、
畝
立
て
後
、
マ
ル
チ

被
覆
を
行
う
。

・
畝
は
幅
1
ｍ
35
㎝
～
１
ｍ
50
㎝
、
高
さ
20
～
30
㎝
と
す
る
。

【
定
植
】

・
株
間
は
30
㎝
～
50
㎝
と
す
る
。

・
定
植
は
苗
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
風
が
穏
や
か
で
温
暖
な
日
を
選
ぶ
。

・
畝
の
中
央
に
移
植
ゴ
テ
で
種
芋
よ
り
も
ひ
と
回
り
大
き
め
の
穴
を
掘
る
。

・
出
芽
部
が
表
土
か
ら
５
～
10
㎝
の
深
さ
に
な
る
よ
う
に
埋
め
込
む
。

（注）深植えは出芽遅れ、浅植えは親芋肥
大不足に繋がる

施肥設計（例） （kg/10a）

3.5



追
肥
・土
寄
せ

・
種
芋
が
表
土
か
ら
浅
い
位
置
に
あ
る
と
、
光
に
当
た
る
こ
と
や
、
芋
の
肥
大

が
制
限
さ
れ
る
な
ど
が
原
因
で
生
育
が
悪
く
な
る
。

・
子
芋
、
孫
芋
の
肥
大
を
促
進
す
る
た
め
適
宜
土
寄
せ
を
行
う
。

・
定
植
か
ら
30
～
40
日
後
、
本
葉
3
枚
、
草
丈
が
20
㎝
程
度
に
な
っ
た
頃
に
ポ

リ
マ
ル
チ
を
除
去
（
防
草
を
目
的
に
再
度
張
り
直
し
て
も
良
い
）
し
、
追
肥
、

土
寄
せ
を
行
う
。

・
土
寄
せ
時
の
断
根
は
、
生
育
の
停
滞
や
吸
水
力
の
低
下
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
畝
は
極
力
削
ら
ず
に
通
路
の
土
を
寄
せ
る
。

・
予
め
畝
の
肩
か
ら
通
路
に
か
け
て
追
肥
を
散
布
し
、
肥
料
と
と
も
に
株
元
に

６
㎝
程
度
の
土
を
盛
る
。

・乾燥に弱いので、土壌水分が切れる前に、随
時、畝間灌水を行う。

・生育中期からの灌水は、品質向上・収量増加
の効果が高いため十分に行うが、過湿を避け
るため、灌水後は排水を徹底する。

・高温期の日中の灌水は根腐れを起こしやすい
ので、朝夕の気温の低い時間帯に行う。

灌水のポイント

４

３

収
穫
・調
整

【
収
穫
】

・
収
穫
は
7
月
中
旬
以
降
か
ら
開
始
し
、
茎
葉
が
傷
み
始
め
る
9
月
下
旬
ま
で

に
完
了
さ
せ
る
。

・
株
の
周
囲
に
数
箇
所
ス
コ
ッ
プ
を
差
し
込
み
、
芋
ご
と
掘
り
起
こ
す
。

・
土
を
落
と
し
、
傷
つ
け
な
い
よ
う
運
搬
す
る
。

【
調
整
】

・
収
穫
後
、
芋
ご
と
に
分
割
し
、
葉
、
根
を
切
り
落
と
す
。

・
速
や
か
に
日
の
当
た
ら
な
い
場
所
へ
運
ぶ
。
調
整
作
業
ま
で
時
間
を
置
く
場

合
は
、
地
下
部
を
水
に
つ
け
、
立
て
て
保
管
す
る
。

・
土
や
汚
れ
を
洗
い
落
と
し
な
が
ら
、
傷
、
虫
害
の
あ
る
も
の
を
取
り
除
き
、

等
階
級
ご
と
に
仕
分
け
す
る
。

・
箱
の
潰
れ
を
防
ぐ
た
め
、
表
面
が
乾
い
て
か
ら
箱
詰
め
す
る
。

はさみや包丁で根を切る

土、汚れの洗浄

表面が乾いてから箱詰め

株元を中心に盛り上げる



種
芋
の
保
存

５【
母
本
選
抜
】

・
収
穫
時
に
生
育
の
良
い
株
を
、
翌
年
の
種
芋
採
取
用
と
し
て
圃
場
に
残
す
。

・
1
株
か
ら
10
～
20
個
の
種
芋
が
採
取
で
き
る
こ
と
を
考
慮
し
、
母
本
の
株
数

を
決
定
す
る
。

・
10
月
下
旬
頃
、
葉
柄
が
枯
れ
、
倒
れ
始
め
た
こ
ろ
か
ら
霜
が
降
り
る
前
ま
で

に
種
芋
を
掘
り
上
げ
る
。

・
種
芋
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
、
株
を
中
心
に
直
径
60
㎝
程
度
に
ス
コ
ッ
プ
や
鍬

を
入
れ
、
株
ご
と
掘
り
上
げ
る
。

【
保
存
】

・
土
を
洗
い
流
し
、
日
陰
で
表
面
を
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
保
存
す
る
。
ば
ら
し
て

保
存
す
る
場
合
は
、
丁
寧
に
芋
を
は
ず
し
、
腐
敗
防
止
の
た
め
断
面
に
殺
菌

剤
な
ど
を
塗
布
す
る
。

・
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
に
、
籾
殻
や
お
が
く
ず
の
中
に
埋
め
、
冬
期
で
も
気
温
が

10
度
を
下
回
ら
な
い
、
室
（
む
ろ
）
や
室
内
で
保
存
す
る
。 ５

掘り上げ前の状態

地上部を刈り取っておくと掘り上げやすい

６
圃
場
の
管
理

・
同
じ
圃
場
で
栽
培
を
続
け
る
と
、
連

作
障
害
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま

る
た
め
、
４
～
５
年
で
の
輪
作
、
適

正
量
の
施
肥
管
理
、
有
機
物
の
投
入
、

客
土
や
深
耕
等
を
行
う
。

・
栽
培
を
重
ね
る
と
、
徐
々
に
下
層
の

土
壌
が
固
ま
り
、
排
水
性
が
低
下
す

る
。
10
年
に
１
度
は
、
栽
培
終
了
後

に
、
重
機
で
深
さ
１
ｍ
以
上
の
天
返

し
を
行
う
。
下
層
の
清
潔
な
土
壌
を

表
土
に
し
下
層
土
が
軟
ら
か
く
な
る

こ
と
で
、
排
水
性
が
改
善
さ
れ
る
。

７
病
害
虫
防
除

連作障害

・特定の肥料成分が多かったり、不足した状態が
続くと、微量要素の過剰症や欠乏症が発生する。

・特定の細菌やウイルスなどが土壌中に増加した
り、特定の土壌害虫が生息地として定着するこ
とで、次第に生育不良になっていく。

・
日
常
の
収
穫
や
管
理
と
併
せ
、
生
育
状
況
等
を
観
察
し
、
病
害
虫
の
早
期
発

見
と
初
期
防
除
に
努
め
る
。

・
特
に
葉
を
吸
汁
す
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
や
ハ
ダ
ニ
類
、
葉
を
食
害
す
る
ハ
ス
モ

ン
ヨ
ト
ウ
等
の
鱗
翅
目
類
の
発
生
に
注
意
す
る
。

・
病
害
虫
は
、
年
に
よ
っ
て
程
度
に
差
は
あ
る
が
、
繰
り
返
し
発
生
す
る
の
で
、

発
生
時
期
や
防
除
実
績
を
日
誌
等
に
記
録
し
、
翌
年
以
降
の
防
除
に
活
か
す
。

・
農
薬
は｢

野
菜
類｣

ま
た
は｢

サ
ト
イ
モ
（
葉
柄
）｣

の
登
録
の
あ
る
も
の
を
使

用
す
る
。

・
農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
最
新
情
報
を
入
手
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ベ
ル

の
記
載
内
容
を
必
ず
確
認
し
て
使
用
す
る
。

・
農
薬
の
最
新
情
報
は
、
農
林
水
産
省｢

農
薬
コ
ー
ナ
ー｣

を
参
照
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ:http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/
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